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議事概要

会議名 令和４年度 第２回 首里城復興推進本部会議

【報告事項】

議 題 第３２軍司令部壕保存・公開に向けた取組について

【議事事項】

首里城復興基金事業 監修会議の設置について

日 時 R4.8.22 場 所 県庁６階 第２特別会議室

9:30-10:00

本部員 知事、両副知事、知事公室長、総務部長、企画部参事監兼

企画調整統括監、子ども生活福祉部長、商工労働部長、文

出席者 化観光スポーツ部長、土木建築部長、教育長

事務局 首里城復興課

配布資料 事務局 資料 令和４年度第２回首里城復興推進本部会議

■事務局から、資料「令和４年度第２回首里城復興推進本部会議」をもとに、報告事項「第３

２軍司令部壕保存・公開に向けた取組」について報告し、特に質疑はなかった。

■事務局から、議事「首里城復興基金事業 監修会議の設置」の概要について説明し、議事に

対して下記のような質疑があった。

（照屋副知事）

・国の技術検討委員会の先生方と整合はとれているのか。

⇒（事務局）国の技術検討委員会の委員でもある田名先生、安里先生、波照間先生の三名の

歴史学者を本監修会議の委員として入っていただき、技術検討委員会と連携して取り組ん

でいきたいと考えております。

（照屋副知事）

・大龍柱の向きについては、この監修会議にて議論を行うのか。また県の見解を示すことにつ

いて、検討をしているのか。

⇒（事務局）本監修会議では、専門的な立場から制作に係るご助言を頂く場となっておりま

す。大龍柱の向きにつきましては、設置者である国が技術検討委員会にて検討して、暫定

的な結論となっております。今後、新たな資料が見つかれば、専門的、学術的な議論の場

が設けられると認識しております。また、国へは、県民等に対しての理解促進に継続的に

取り組むこと等を要請しております。

■その他、本部員から特に意見はなく同意を得られた。
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